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核融合プラズマ物性の理解と制御
新領域プラズマへの挑戦

電気工学専攻
先端エネルギー講座

プラズマエネルギー工学グループ
大野（哲）研究室

���������� �������
�����������	
―プラズマって何？－

私たちの周りには、空気と呼ばれる主に窒素分子で構成された気体が漂っています。彼らはお互い衝突しあいながら、ランダム
に漂っています。これら分子の平均速度によって温度というものは決められています。それではこの速度（温度）をさらに上げて
いったらどうなるのでしょう？今まで原子と原子で構成されていた分子はもはや分子としていられなくなって、ついに原子は壊れ
電子が飛び出し、正の電荷を持つイオンに電離します。つまり電離したときに飛び出した自由電子と、かつて原子だった正イオン
粒子の集団となります。このような状態をプラズマと呼びます。

―核融合反応、核融合発電って何？－
かつての研究者らは、太陽内部で起こっている現象に着目しました。太陽内部では水素の原子核どうしが合体してヘリウム原子

を作る「核融合（フュージョン）」が起きているのです。彼らはその大量のエネルギーを発生させる核融合反応を地上で実現でき
ないか、クリーンなエネルギー源として利用できないかと考えました。核融合反応は原子核同士が衝突して合体し、より大きな原
子核をつくる反応のことです。その過程で、核分裂同様質量差が前後で生じます。その質量エネルギーは中性子の運動エネルギー
となり、それが発電に利用されます。しかも分裂炉と異なり炉の暴走などはありません。

核融合発電が実用化すれば、人類のエネルギー需要を1000万年でも確保することができるだけでなく、エネルギーをめぐる争い
が解消されるのではないでしょうか。核融合は「安全利用と平和確保が保障できる技術」としても注目されているのです。

梶田信准教授 田中宏彦助教 桒原竜弥特任助教 高木誠技術補佐員大野哲靖教授

主な国際共同研究機関

ITER 機構
カルフォルニア州立大学サンディエゴ校
マサチューセッツ工科大学プラズマ核融合研究センター
ジェネラルアトミック社
オーストラリア国立大学
合肥電離気体研究所
中国科学技術大学
マックスプランク研究所ユーリッヒ研究センター
オランダDIFFER 研究所
モスクワ物理工学研究所(MEPhI)
クルチャトフ研究所オランダDIFFER 研究所で実験を行う大学院生

国内外との共同研究
プラズマ・核融合研究では，国内外の研究機関との共同研究が必須です。そのため、積極的に外部の研究機関との

共同研究を進めています。研究室においては、頻繁に海外からの研究者を迎え活発な議論・研究を行っています。こ
のような環境を設けることで、日ごろから「自分が行っている研究はどのような位置づけになるのか？」「これから
の課題は何か？」「国内外の研究の方向性はどのように進
んでいるのか？」といったことを意識しながら研究を進め
ることができます。また，多くの学生が修士課程在学中に
英語で学術論文を発表しています。このような経験は、必
ず研究室を卒業したあとで役立ちます。
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研究テーマの概要
プラズマは，荷電粒子（イオン，電子）の集合体であり，高い化学反応性を有し，多様なエネルギー変換が可能で

あるという性質を有する魅力的な媒質です．その特性を利用して，「プラズマエネルギー」応用という観点から研究
を行っています．

1）核融合発電実現のための境界プラズマ計測・制御と材料相互作用
温暖化や資源の枯渇などの地球環境問題の解決には，環境と調和した恒常的基幹エネ

ルギー源の開発が必要です。プラズマを利用した核融合発電の実現に向けて，日本，米
国，欧州，ロシア，中国，韓国，インドが参加する国際プロジェクトとして国際熱核融
合実験炉(ITER)の建設が進められています．当グループはITERプロジェクトの主要メン
バーとして活動し，高温・高密度プラズマ維持のための境界プラズマ制御とプラズマ計
測技術の開発，太陽表面に匹敵する超高熱流プラズマと壁材料相互作用に関する研究を
世界各国の研究者と共同で実施します．
２）新しいプラズマ生成法の開発と応用
プラズマには様々な工学的応用があります．このプラズマ理工学の発展には，

新しいプラズマ生成法の開発が大切です．この研究では，スパイラル磁場構造に
よる低温高密度プラズマ生成と窒化への応用，高密度プラズマ照射−イオンビーム
解析装置の開発，超高密度プラズモイド・定常高密度プラズマ複合照射装置の開
発などを行います．

３）機能性ナノ構造金属の創成と応用
金属へのヘリウムプラズマ照射により，金属表面にナノ構造ができることが当

グループの研究により見出されてきました。これらの材料は，特異な光学的性質
を持ち，かつ，今後触媒や電子放出材料などへの応用が期待されます．プラズマ
を金属に照射し，その光学特性，物性評価，触媒活性評価を行い，これまでにな
い機能性ナノ構造材料金属の創成を行います．

４）計算機シミュレーションによるプラズマモデリング
プラズマ・核融合研究において計算機シミュレーションは

重要な研究ツールとなっています。慶応義塾大学，核融合科
学研究所，量子科学技術研究開発機構などとの共同研究によ
り，粒子ならびに流体シミュレーションコードによるプラズ
マ中の物理現象解析を行います。

研究を支える多様な実験装置
研究室で独自に開発された多様なプラズマ実験装置群がユニークな研究を生み出します。研究室メンバーの努

力で，装置は日々進化しています。

高熱流プラズマ照射−イオン
ビーム解析複合装置PS−DIBA

直線型ダイバータ模擬実験装置NAGDIS−II トカマク型核融合装置
HYBTOK−Ⅱ

プラズモイド－定常高熱流プラズ
マ複合照射装置NAGDIS−PG

昇温脱離ガス分析装置
TDS

トロイダル・ダイバータ
模擬試験装置 NAGDIS−T

高性能プラズマ照射装置
Co−NAGDIS
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メメンンババーー紹紹介介
MMeemmbbeerrss’’  pprrooffiilleess

メメ

超伝導技術を使って、低炭素
化社会の実現し、地球環境保
護という大きな問題に取り組

みましょう！

超伝導はエネルギー問題の
「救世主」と言っても過言で
はありません。一緒に「救世
主」の研究をしましょう！

超伝導をつかうと今までの
金属では作れなかった次世
代電力機器が実現できます。
まずは一度見学に！

吉吉田田 隆隆
YYuuttaakkaa  YYoosshhiiddaa

吉吉教教授授
PPrrooffeessssoorr 一一野野祐祐亮亮

YYuussuukkee  IIcchhiinnoo
一一准准教教授授

AAssssoocciiaattee
PPrrooffeessssoorr

土土屋屋雄雄司司
YYuujjii  TTssuucchhiiyyaa

土土助助教教
AAssssiissttaanntt
PPrrooffeessssoorr

研研究究内内容容
RReesseeaarrcchheess

研研

実実験験設設備備
EEqquuiippmmeenntt

実実

メメーールルすするる↓↓

学学生生 1144名名
� 博博士士11名名
� 修修士士99名名
� 学学部部 44名名

吉吉田田研研究究室室電電気気工工学学専専攻攻
先先端端エエネネルルギギーー講講座座

機機能能性性・・エエネネルルギギーー材材料料工工学学ググルルーーププ

超超強強力力レレーーザザーーをを用用いいたた真真空空成成膜膜装装置置 ナナノノ組組織織をを調調べべるる評評価価装装置置

ナノテクノロジーでエネルギーの未来を拓く！
高温超伝導材料の探索から、直流送電導体や整流素子の開発までを行い、
次世代電力機器の実現に向けた研究を行なっています。

超強力パルスレーザーを用いて原料を蒸発させ、テープ上に高品質な結晶を
作ります。超伝導導線を作製する世界有数の装置を有しています。

教員3名、学生14名の研究室です。研究室旅行や各種打ち上げなど、イ
ベントが目白押しです。今年度は金沢に行きました！

研研究究室室HHPP↓↓

次次世世代代電電力力機機器器

電電動動飛飛行行機機

研研究究室室旅旅行行@@伊伊勢勢
神神宮宮

リリニニアア

大大陸陸間間送送電電
医医療療用用MMRRII

整整流流素素子子エエネネルルギギーー材材料料探探索索

エエネネルルギギーー材材料料・・要要素素開開発発

直直流流送送電電導導体体

高高温温超超伝伝導導テテーーププ
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दگ༟९ࢀ दگ०ߨഗీཾࢥߪ྆ీࠕ

ಝঁگ ̏໌

र̐࢞೧ ̐໌
र̏࢞೧ ̑໌
ָ෨̒೧ ̓໌

ๅָదघ๑ͶخͰ͚ଢཇஏܧځՌָٶ;ӋநϕϧθϜ
ՌָڂݜͶΓΕɼӋநஏڧځรಊΝմ͢ɼӋந
ళـΝ༩͢Ήͤɽ

ζΨηϘʖηΝ୵ࠬͤΖʰ͍Δͦʱ
Ӷ �����γΦϱηοʖϞ�

ଢཇΝ؏ͤΖʰͽͲʱӶ
��������	�����

ਕӶυʖνմੵͶΓΖ
ӋநళـɼζΨηϘʖηٶڧ;ଢཇـڂݜ

ζΨηϘʖηڧรಊक͵ݬҾͲ͍Ζଢཇ
���ՌָӶʰͽͲʱɼ	ಊͶͯ͏ͱɼـ
����ՌָӶʰ���ʱΏஏԗںͲखಚ͠
ΗͪժΝմੵ͢͢ڂݜͱ͏Ήͤɽ͵͖Ͳஏ
ϓϪΠΏαϫψ࣯ྖͤ·ٶΝڻӪ࠹Ͷڧځ
๎ड़ʤ�
�ʥ͗ɼ͏ͯʹ͞ͲʹΓ͑Ͷ͢ͱً
͞Ζ͖Ͷ͢ɼগཔదͶϓϪΠ༩ๅΝࢨ
ͱ͏ΉͤɽͮߨΝڂݜ͢

ζΨηϘʖηͲً͞Ζ༹ʓ͵ݳে͑ͬɼΨʖ
ϫϧΏ๎ࣻતଵ߶Φϋϩάʖཽࢢรಊգఖ
Ͷͯ͏ͱڂݜΝྙదͶΌͱ͏Ήͤɽଢཇ
෫รಊͶͮͱɼ๎ࣻતଵ߶Φϋϩάʖཽ
ɼʹ͚Δ͏ଁ͓Ζ͖Ν༩ͤΖͯ͞͏͗ࢢ
ͳ͗ՆͶ͵ΗͻɼਕӶඅ֒ΝܲݰͲ
͘ΖՆ͍͗ΕΉͤɽ	���ՌָӶʰ͍Δ
ͦʱ࠹υʖνΝ༽͏ͱɼ͞߶Φϋϩ
άʖཽࢢรಊգఖڂݜΝͮߨͱ͏Ήͤɽ 18 / 54



υʖνಋԿΏؽփָसΝ༽͏ͪଢཇΏΨʖϫϧݳেڂݜ

ηʖϏʖαϱϒϣʖνΝ༽͏ͪζΨηϘʖηٶڧ;ଢཇـ
εϝϣϪʖεϥϱؽࢋܯ

ଢཇڂݜͲͺɼʰͽͲʱӶΝͺͣΌ
ͳͪ͢ଢཇ؏Ӷ͗खಚͪ͢߶մౕ
ժυʖνͶଲ͢ͱɼࠉ఼Ώαϫψϙʖϩ
ͳݼͻΗΖҮΝࣙಊͲபड़ʀ௧ͤΖΠ
ϩβϨθϞڂݜΝΌɼଢཇ༹ʓ
͵ξψϝέηڂݜΝͮߨͱ͏Ήͤɽ
ΉͪɼωϣʖϧϩϋρφϭʖέΝͺͣΌͳ
ͤΖؽփָसघ๑ͶΓΕɼ����೧େࠉ
఼ηίρο͖ΔɼଢཇࣕΝͤݳ࠸Ζڂݜ
ͮߨͱ͏Ήͤɽ

ΨʖϫϧڂݜͲͺɼԦΏธͶ
ύηϒʖχΩϟϧΝઅ͢ɼϋρ
φϭʖέࡳεητϞΝߑ͢Ήͤɽ
͖ͨ͞ΔಚΔΗΖ߶ؔ࣎ʀ߶ؔۯ
մΨʖϫϧ؏ժմੵΝ
ɼಝྖΝபड़ͪ͢Εɼҡ͵Ζ͏ߨ
ഀௗͲखಚ͠Ηͪυʖν͖ΔΨʖϫ
ϧΝӀً͘͢͞ͱ͏ΖుࢢΦϋϩ
άʖΝਬఈͤΖघ๑Ν͢Ήͤɽ
ΉͪɼΠϧηΩͲϫίρφͬ
͝͏ߨΉͤɽ

ԲָηʖϏʖαϱݻ໌
ϒϣʖν�ๅخ൭ιϱνʖ

Ӌநஏڂݜڧځॶαϱ
ϒϣʖνεητϞ

ଢཇϓϪΠΏଢཇ෫ͳஏݏـࣕځ૮ࡠޕ༽͵ʹࢻڌ
దݳেͺుࣕླྀରྙָʤ���ʥ๏ఖࣞͶΓͮͱىफ़͠Η
ΉͤɽҲ๏ͲɼϕϧθϜΝߑͤΖుࢢΏΨϱ͵ʹཽ
ࢻͶًҾͤΖඏ༼ࡠޕӣಊͳుࣕͳ૮ͯ̏ͯ̏ࢢ
దݳেͺӣಊ๏ఖࣞͲىफ़͠ΗΉͤɽ͞ΗΔ༹ʓ͵
๏ఖࣞܧΝ਼దͶմ͚ͪΌΠϩβϨθϞΏดε
ϝϣϪʖεϥϱαʖχΝύϏϓΧʖϜϱηαϱϒϣʖ
τΡϱήʤ���ʥٗढ़ΝखΕΗͱ͢ɼڂݜॶΏ໌
Ήͤɽ͢ߨԲָηʖϏʖαϱϒϣʖνͲࣰݻ
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研究室紹介

電子工学専攻
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䝇䝍䝑䝣 学生
D2 䠖森山ㄔ䚸久ⶶ学
D1 䠖Bae Hansin
M2 䠖⏣村晃汰䚸㤿場㈡己䚸小㛫浩嗣䚸⚟⏣奨䚸

三▮晶洋䚸Yang Shaofei䚸Chu Manh Hung
M1 䠖㕥木丈䚸中原尚哉
B4 䠖千ⴥ⾜徳䚸小➟原▱⿱䚸⏣和也

⛎書
村澤⨾保

本ᄂᆮ室では、「᪃新的プラズマ源発とその産業応用」 をႸ指し、これまでにないよう

な世界でオンリーワンのオリジナルプラズマᘺፗを発し、これらを産業応用に展するᄂ

ᆮをᡶめていますᲨ また、いろいろなプラズマを使いこなすため、プラズマの中でおこって

いるႸにᙸえないさまざまな現ᝋをᚐ明していくᄂᆮもᡶめていますᲨ

教授䠖㇏⏣ 浩孝 助教䠖㕥木 㝧㤶

未来䜶䝺䜽䝖䝻䝙䜽䝇創㐀ㅮ座 䝥䝷䝈䝬䜶䝺䜽䝖䝻䝙䜽䝇䜾䝹䞊䝥
䠄低温䝥䝷䝈䝬⛉学◊✲䝉䞁䝍䞊兼任䠅

㇏⏣◊✲室
㟁子工学専攻

䛆HP䛇https://www.nuee.nagoya-u.ac.jp/labs/toyodalab/
䛆ぢ学䞉問䛔合䜟䛫䛇 名古屋大学東山䜻䝱䞁䝟䝇 IB㟁子情報㤋北棟2㝵209室 Tel 052-789-4697

8月 大学㝔入ヨ

3月

1月

11月 ⛅䛾学会 2

◊✲室⤂介

卒業◊✲Ⓨ⾲会䚸㏣䛔䝁䞁

8月

5月 新入生歓㏄会

䝊䝭旅⾜䞉夏䛾中㛫Ⓨ⾲

9月 ⛅䛾学会 1

12月 忘年会

2月 修士ㄽ文Ⓨ⾲会

3月 春䛾学会

◊✲室䛾䜲䝧䞁䝖䜹䝺䞁䝎䞊
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ᄂᆮ室のテーマ例

大気中䛷㧗㏿䞉大㠃✚䛾⾲㠃処理

EH 
Tuner

Loop
Waveguide

Directional
Coupler

Slot 
Antenna

2.45 GHz
Microwave

Power Source

Circulator

1

3

2
Microwave
Power Flow

¾ 低温䠘1000 K
¾ ぶ水化, 㑏元処理➼

¾ ┿✵⨨不せ, 㧗密度䝥䝷䝈䝬䛻䜘䜛新䛧䛔䝥䝻䝉䝇
¾ 殺⳦䚸⾲㠃䛾洗浄䚸改㉁処理䚸ⷧ⭷形成

¾ 㛗尺~1 m
¾ 㧗密度 ~1014 cm-3

実⏝ⓗ䛺大㠃✚⾲㠃処理⨨䛸䛧䛶注┠

䜸䝸䝆䝘䝹䛾方式䜢⏝䛔䛯新䛧䛔䝥䝷䝈䝬源䛾提案

Pure
Water

Before
Treatment

After
Treatment

流水䜢⏝䛔䛯大流㔞液体処理

䝥䝷䝈䝬
⨨

汚染水
排水

処理水

㧗流㏿㡿域
䠙低圧化

䝧䞁䝏䝳䝸効果

䝥䝷䝈䝬生成 䝥䝷䝈䝬Ⓨ光

OH䝷䝆䜹䝹
H2O2 , O3

➼䛻䜘䜛分ゎ

Treatment time t (min)
0 5040302010

N
or

m
al

iz
ed

M
B 

C
on

ce
nt

ra
tio

n 
C

0.1

1

1/e

2 times faster

Previous work
This study

実⏝ⓗ䛺液体処理⨨䛸䛧䛶注┠

䜸䝸䝆䝘䝹䛾方式䜢⏝䛔䛯新䛧䛔䝥䝷䝈䝬源䛾提案

䝧䞁䝏䝳䝸効果䛸䝬䜲䜽䝻波䝥䝷䝈䝬䜢⤌䜏合䜟䛫
従来䛻䛺䛔㧗㏿䛷䛾液体䛭䛾場処理䜢実現

有機物䛾㧗㏿分ゎ

䝘䝜⢏子䛾
㧗㏿大㔞合成

㉸㧗周波容㔞⤖合型䝥䝷䝈䝬䛾ゎ析

2. lithography
Light

1. Layer Deposition
Electrode Insulator

4. Deposition3. Etching
Plasma

半導体加工䛻䛚䛡䜛䝥䝷䝈䝬䝥䝻䝉䝇

䝥䝷䝈䝬䛾ゎ析䛜㔜せ

実 㦂 䝅䝭䝳䝺䞊䝅䝵䞁

䝥䝷䝈䝬䝅䝭䝳䝺䞊䝍䞊䜢
⏝䛔䛯䝥䝷䝈䝬ゎ析

䝥䝷䝈䝬ィ測䛻䜘䜛
挙動ゎ析

䝥䝷䝈䝬䛾⥲合ⓗ理ゎ
→ 加工䛾㧗性⬟化

強LF䝞䜲䜰䝇下䛾O2䝥䝷䝈䝬

現େのൔରଆにプラズマは欠かせません。この研究は、高ືౕのフラッシュメモリ作に
欠かせない高アスペクトർホール形の基ેとなるプラズマૹの解ੵを実験およびシミュレー
ションを元に解ੵしています。この果は、今後の情ๅྖのലదなଁにଲ応するための欠か
せない研究となっています。

プラズマを༽いた液ର処ཀྵ技術は従པの༂剤にབらない環境に༑しい技術です。この研究は、
我々がಢ自で開した技術により高ືౕプラズマをླྀରにં触させることで、高ଐかつྖの液
ର処ཀྵを可にしています。これによって、環境残ཻඏྖ༙害質の除去、༂剤にབらないナノ
ཽ子などの新規機材ྋの安価でྖな合を実現していきます。

気圧プラズマは、従པの減圧プラズマにେわる新しいプラズマとしてさまざまなへの応༽
が期ଶされています。ຌ研究室は、界で初めてメートルサイズで極めて均一な気圧プラズマ
のਫ਼に功し、このプラズマはさまざまな産業界からをཌྷびています。のනク
リーニング、フレキシブルు子デバイスの高ଐ加工技術など、さまざまなへのఴ開をめざし
ています。

22 / 54



�������
Á���zm�"(���¦GL=J]dl�/t�
����°CDGP><,ep©Íu8M�QAE2<
'zma¹�-�GL=J'E25�UÊYÆ+"'½
��ËV/�GL=J|��¾�ºYi�]d'f�
-zm�!�+��

�ª[GL=J]dzm>Q?���
��
¯k¯��À~d]�¨�#% !¹¢���^��ÄW'ª[G
L=J]d'o²ÇÆ�o²zmn/zmi»#�!�i�dÈ
&����8P�EN%zma¹/¬a�!�+��C:KCN2
DH�:KQ9QGO@7<��	���b'�FP1�!�������
��&����¤'��¦GL=J�x¡ §/�§�!�.�*#0
$�´��x'5M;CN §"��

�`��Â°'¼¿�
¥kTGL=J6�IQCD34�N�����

Á�
q�

��y�
³¶q�

g��
³¶q�

®¨}�
q�

s±¸i
�q�

«É\
�q

� ª[GL=J]d
� 5M;CN §
� |��¾�x¡
� 8P�EN���Z�S
�R��-���'c��<
?@F�d��

� £Å%E@78LQB'q
�X�~d�Èd�Ud�
Ãd�·d��*#0$�
hr�_cw{�

� �µc'¥d�zmjg�
hr#'Ìv��µc)'
2Q?�Q:@G�

23 / 54



!"%
����� +
O?cbjU;�¦!8����)�Gf[Aj;�¦!8
����-��Ý-qv���°;�&E�_j�·�.��
��°-®2�:",5%'²Ô(eW�F+¥�;Ç� �
Ô�+�£µpÕ�y´�9'�1!�Þ�/� ����)
������� #=bg[<KE�_j�1#.O?cbj
Uf?FE�_j�.�\fL`BQPjG-`KF¯4u�
Ê�-Í�H�R>jG) 'Ë��wÕ�9'�7��6,
�£µ³ÖÀ¸+*À�SY?KpÕ3y´�91!�1#²
¯Gf[Aj�xÈ,¢¼,Ù$��7�Ðß -�°;�&
E�_jVX@C�g�����.�¡ �E�_jVX�Ú-
n&(!����-Ãl+� 4ÀzÃ¥;§� �ÅÚÀ¸
4À�SY?K0-pÕ,��#�};�%'�1!�

�#'�������)($��������������
HjZd�N,Õ�69'�8»¶{Ñ�ªsß�
�	��.�\fL`BQPjG,58É
�r�,5%'�� '�1!�Î�©¬�(.��+8»��¨Á\iMK-�¹;Ò� �
\fL`º-fJEg4?Dj;�¨Á,�±!8|�����Ì�h]g-r�¨Á;��
!8���¯\iMK|���HjZd�N��±Ü;�Â¾,[>�UYQF¤� »É
��¨Ïr�;��!8��Ø�\fL`VX\iMKIKRa�;Ò� '�1!�

&��������	��,�*�
~Ä�\fL`ÌÓ(�3^QT+TZQFK��¶zk\fL`-Y?D�mÛ0-p
Õ(!�Î�©¬�(.�£t,«��'\fL`w¥Æ×o�\fL`w¥¿½;&Ç �
�96,58���T-@D¾4:0%;*8 1 #��-ÌÓ.mvÊ4QvÊ+*)
(L(�};�%'�7�mvÊ4QvÊ(n9
,�+4S>KEQI�j;!8�)3²��7
1!�

=bg[<KE�_j�����

E�_jVX@C�g�����

>;+���T
�P7Y�T�

\
f
L
`

=�T�IK�\i
Gfa�T5�(5
U #���T

\fL`BQPjG;�fK-É�r�,3pÕ '�1!�
�fK-BQPjG(.)oK,'198§BS�;Ì?(�
8�£µ-Y?DSY?K;Ò� '�}�=�69'�1!�

Þ�/��£µ-RMBSY?K�Ú) '1OGÒ;��
'�8Fq� @a�����-�A¦H|�4O��JhK��¯
BQPjG|�,57��Ck��0W�!�SY?K4�<Ç
/O?D�U-&Ç,67®�(�1!�

Î�©¬��
�����������	����������
������
���

1#Y?D�mÛÕ\fL`,-&Ç�6�
�TNIGVgJE1(�m�Q-²ÌÓ,.
�%#X"�v2X")-�1!�(�} '
�1!�1>,¡ �vV;3%'�8B��
?R>jG+X"(!�

I#\fL`$v�}MjN��
	����������������������
�����
�

24 / 54



๏Ͷͯ͏ͱسָݡ

• ӊԾϓΧʖϞ͖ϟʖϩͶͱگҽ(ʁ
niitsu@nuee.nagoya-u.ac.jp)ΉͲޜ࿊ཙ͚ͫ͠͏

新津研究G HP ご希望の方は
フォームからお願いします。25 / 54



超高感度䝬䜲䜽䝻磁気䝉䞁䝃䠖 

䠩䠥素子䜢利用した超高感度䝬䜲䜽䝻磁気䝉䞁䝃䛿、先端医用計測䜔䠥䠰䠯分野䛷䛾応用が期待さ

䜜てい䜎す。 

我々䛾研究䜾䝹䞊䝥䛷䛿、超高感度䝬䜲䜽䝻磁気䝉䞁䝃䛾開発䛸そ䛾応用䛻ついて研究䜢行っ

てい䜎す。 

䠍䠅 超高感度䝬䜲䜽䝻磁気䝉䞁䝃䛾開発 䠄世界最高感度䝺䝧䝹䛾常温動作磁気䝉䞁䝃䛾開発䠅 

䠎䠅 䝬䜲䜽䝻磁気䝉䞁䝃䜢利用した生体䝉䞁䝅䞁䜾技術䠄心磁場䜔脳磁場䛾検出䠅 

䠏䠅 䝬䜲䜽䝻磁気䝉䞁䝃䛾䝞䜲䜸䝯䝕䜱䜹䝹応用 

䠐䠅 磁気䝉䞁䝃䛾 ITS䜔自動運転技術䜈䛾応用 

詳細䛿䝩䞊䝮䝨䞊䝆䜢ご覧ください。 

www.nuee.nagoya-u.ac.jp/labs/uchiyamalab/uchiyama.html 
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䜶䜶䝺䝺䜽䜽䝖䝖䝻䝻䝙䝙䜽䜽䝇䝇䛾䛾ⓎⓎᒎᒎ䜢䜢ᨭᨭ䛘䛘䜛䜛༙༙ᑟᑟయయᢏᢏ⾡⾡䛾䛾㧗㧗ᗘᗘ䛻䛻㈉㈉⊩⊩䛩䛩䜉䜉䛟䛟䚸䚸
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10-15秒オーダーの時間幅の超極短パルス光

新しい高機能レーザー

超広帯域な波長幅をもつパルス光源など

次世代の周波数標準である
光のものさし（光周波数コム）

超高精度光制御技術 先端光バイオ計測
生体組織の3次元断層計測
細胞の高分解能イメージング

教授西澤典彦 助教山中真仁

新しい高機能レーザー光源・先端光計測・光制御技術の研究

生体組織の断層構造（左：マウス脳，右：人の眼底） 生細胞のミトコンドリア

ノーベル賞が
授与された
世界最高精度
の計測を実現

独創的な最先端のレーザーを開発

バイオ・
医療技術

超短パルスファイバレーザーの開発

量子光エレクトロニクスの先端技術であるレーザーは，様々な基礎研究から産業・医療まで
幅広い分野で活用されており，更なる新しい応用技術の開発が期待されています．その中でも，
フェムト秒(10-15秒)台のパルスを出力する超短パルスレーザーを用いると，新しい応用技術を開
発することができます．本研究室では，最先端のレーザー光源を開発し，超短パルス光を自在
に操り，更なる新しい技術の創造に取り組んでいます．

ホームページ: http://www.nuee.nagoya-u.ac.jp/labs/optelelab/

大学院電子工学専攻 量子光エレクトロニクスグループ

西澤研究室

秘書：1名, 研究員：1名

学生：M2（3名）, M1（3名）, B4（4名）
研究生：1名

R1年度研究室メンバー

主な研究テーマ
１）広帯域超短パルスファイバレーザー光源の開発
２）可視～中赤外域光周波数コム光源の開発と計測応用
３）高分解能光断層イメージング・３次元光干渉顕微鏡の開発と応用
４）高次非線形な光学応答を利用したバイオイメージング技術の開発
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連絡先：
西澤典彦
E-mail: nishizawa@nuee.nagoya-u.ac.jp

見学は水曜、金曜の午前以外い
つでも大歓迎です。

光学実験室

研究会・国際会議 飲み会

研究室旅行ミーティング・輪講

空気浮上している実験台で新しいレーザー等を開発します。

最先端の光技術に興味のある人は
ぜひ見学に来てください！

これまでの研究成果例

研究室の様子

新規レーザー技術やレーザー計測技術の創出を目指し、可視−中赤外域の最先端
かつ実用的な超短パルスファイバーレーザー光源を開発しています。開発した
ファイバーレーザー光源を利用して、光周波数コム、超広帯域スーパーコン
ティニューム、そして生体計測技術の開発を展開しています。
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Research Group of Integrated Quantum Devices, Department of Electronics, Nagoya University 
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2. ◊✲ᐊ䛾ᴫせ

� ᙜ◊✲ᐊ䛷䛿䠈㉸ఏᑟ䜢⏝䛧䠈ᚑ᮶䛾༙ᑟయ䛷䛿ᐇ⌧ྍ⬟䛺䠈㉸㧗㏿䞉㉸పᾘ㈝㟁ຊ䜶䝺䜽䝖䝻䝙䜽䝇䜢ᡂ

䛧䜎䛩䠊≀⌮ᴟ㝈䛻㏕䜛ప䜶䝛䝹䜼䞊ሗฎ⌮ᅇ㊰䛻䜘䜚䠈䝫䝇䝖䝮䞊䜰௦䜢ᨭ䛘䜛㧗ຠ⋡㉸㧗ᛶ⬟䝇䞊䝟䞊䝁䞁

䝢䝳䞊䝍䜔䝰䝞䜲䝹䝇䝬䞊䝖䝹䞊䝍䛾ᐇ⌧䜢┠ᣦ䛧䜎䛩䠊䜎䛯᭱㏆䛷䛿䠈ᚑ᮶䛾ྂ䝁䞁䝢䝳䞊䝍䛾ᛶ⬟䜢㥙䛩䜛䛣

䛸䛜ᮇᚅ䛥䜜䛶䛔䜛㔞Ꮚ䝁䞁䝢䝳䞊䝍䛻㛵䛧䛶䜒䚸᪂ወ䛺㉸ఏᑟ⣲Ꮚᢏ⾡䜢䝧䞊䝇䛸䛧䛶◊✲㛤Ⓨ䜢㐍䜑䛶䛔䜎䛩䠊䛥

䜙䛻䚸☢ᛶయ䜔䝘䝜ᵓ㐀➼䜢⏝䛧䛯䠈㧗ᶵ⬟䞉᪂ᶵ⬟䝘䝜䝕䝞䜲䝇䛾ฟ䛻䜒ྲྀ䜚⤌䜏䜎䛩䠊

䛆◊✲ᐊ䝩䞊䝮䝨䞊䝆䛇 http://www.super.nuee.nagoya-u.ac.jp/

3. ◊✲䝔䞊䝬

䐟䐟 ༢༢୍୍☢☢᮰᮰㔞㔞ᏊᏊᅇᅇ㊰㊰䛻䛻䜘䜘䜛䜛㉸㉸㧗㧗㏿㏿䞉䞉㉸㉸పపᾘᾘ㈝㈝㟁㟁ຊຊሗሗฎฎ⌮⌮

� ༢୍☢᮰㔞Ꮚ䠄SFQ䠅ᅇ㊰䛿䠈㉸ఏᑟ䝹䞊䝥ෆ䛷㔞Ꮚ䛥䜜䛯☢᮰䛾᭷

↓䜢‘1’䛸‘0’䛻ᑐᛂ䛥䛫䛶₇⟬䜢⾜䛖䝕䜱䝆䝍䝹ᅇ㊰䛷䠈ᩘ༑ GHz 䛛䜙 100

GHz௨ୖ䛾㧗㏿ືసᛶ䛸䠈ᚑ᮶䛾༙ᑟయ䝕䝞䜲䝇䛻ẚ䜉䛶 3᱆௨ୖᑠ䛥䛺

పᾘ㈝㟁ຊᛶ䛜㨩ຊⓗ䛺ḟୡ௦㞟✚ᅇ㊰ᢏ⾡䛷䛩䠊䛣䜜䜎䛷䠈つᶍ

SFQ ᅇ㊰䛾䛯䜑䛾タィ䞉ᐇドᇶ┙ᢏ⾡䛾☜❧䜢䛾◊✲ᶵ㛵䛸༠ຊ䛧䛶

㐍䜑䛶䛝䜎䛧䛯䠊ᅗ 1 䛿䝯䝰䝸䜢ᦚ㍕䛧䛯 8 䝡䝑䝖 SFQ 䝬䜲䜽䝻䝥䝻䝉䝑䝃䛷䛩䠊

タィ䛧䛯ᅇ㊰䛿⏘ᴗᢏ⾡⥲ྜ◊✲ᡤ䛷ヨస䛥䜜䛶䛔䜎䛩䠊䛣䛾䝥䝻䝉䝑䝃䛷䛿䚸䝯䝰䝸䛻ෆⶶ䛥䜜䛯䝥䝻䜾䝷䝮䜢

50GHz䛷ᐇ⾜䛩䜛䛣䛸䛻ᡂຌ䛧䜎䛧䛯䠊᭱㏆䛷䛿䠈᭦䛺䜛SFQᅇ㊰䛾పᾘ㈝㟁ຊ䛻㛵䛩䜛◊✲䜢㐍䜑䛶䛚䜚䠈≀⌮

ⓗ䛺ᴟ㝈䛻㏕䜛✲ᴟ䛾ሗฎ⌮ᅇ㊰䜢┠ᣦ䛧䛶䛔䜎䛩䠊

䐠䐠 ᙉᙉ☢☢ᛶᛶ䝆䝆䝵䝵䝉䝉䝣䝣䝋䝋䞁䞁⣲⣲ᏊᏊ䜢䜢⏝⏝䛔䛔䛯䛯ḟḟୡୡ௦௦㔞㔞ᏊᏊ䝕䝕䝞䝞䜲䜲䝇䝇䛾䛾ᐇᐇ⌧⌧

� ᙉ☢ᛶయ䛸㉸ఏᑟయ䛾䝝䜲䝤䝸䝑䝗ᵓ㐀䛷䛒䜛ᙉ☢ᛶ䝆䝵䝉䝣䝋䞁⣲Ꮚ䜢

⏝䛔䜛䛣䛸䛷䠈ᵝ䚻䛺ඃᛶ䜢䜒䛴㔞Ꮚ䝕䝞䜲䝇䛾ᐇ⌧䛜ᮇᚅ䛥䜜䛶䛔䜎

䛩䠊ᮏ◊✲ᐊ䛷䛿䠈ྂ䝁䞁䝢䝳䞊䝍䜢㥙䛩䜛㧗㏿䞉పᾘ㈝㟁ຊ䛺ሗ

ฎ⌮䜢ྍ⬟䛸䛩䜛㉸ఏᑟ㔞Ꮚ䝁䞁䝢䝳䞊䝍䠄ᅗ 2䠅䜔䠈㧗㏿ᛶ䛾ᴟ㝈䛻㏕䜛

ప㟁ຊᐜ㔞䝯䝰䝸䛻䛚䛡䜛ᙉ☢ᛶ䝆䝵䝉䝣䝋䞁⣲Ꮚᛂ⏝䜢㐍䜑䛶䛔䜎䛩䠊

ᙉ☢ᛶ䝆䝵䝉䝣䝋䞁⣲Ꮚ䛾స〇䛻䛿㧗ᗘ䛺䝥䝻䝉䝇ᢏ⾡䛜ᚲせ䛺䛯䜑䠈ୡ

⏺ⓗ䛻䜒స〇䛷䛝䜛◊✲䜾䝹䞊䝥䛿㝈䜙䜜䛶䛔䜎䛩䛜䠈ᮏ◊✲ᐊ䛷☜❧䛧

䛯ᙉ☢ᛶ䝆䝵䝉䝣䝋䞁⣲Ꮚ䛾ᇶ┙ᢏ⾡䜢䝧䞊䝇䛸䛧䛶䠈䛣䜜䜙ḟୡ௦䛾㔞Ꮚ䝕䝞䜲䝇䛾ᐇ⌧䜢┠ᣦ䛧䛶䛔䜎䛩䠊

䐡䐡 㧗㧗ᛶᛶ⬟⬟䞉䞉᪂᪂ᶵƫ⬟⬟䝘䝘䝜䝜䝕䝕䝞䝞䜲䜲䝇䝇䛾䛾ฟฟ

� ᮏ◊✲ᐊ䛷䛿䝘䝜䝕䝞䜲䝇䛾◊✲㛤Ⓨ䜒⾜䛳䛶䛔䜎䛩䠊䛣䜜䜎䛷䛻㧗 ㉸ఏᑟయ䛻䜘䜛✚ᒙᆺ䝆䝵䝉䝣䝋䞁᥋ྜ䜢

⏝䛔䛶స〇䛧䛯䠈䝣䝸䝑䝥䝣䝻䝑䝥䛾 500 GHz ືస䛾ᐇド䜔䠈⌮ᩚὶ⣲Ꮚ䜢≺䛳䛯䝘䝜䝤䝸䝑䝆ᵓ㐀䜢䜒䛴䝕䝞䜲䝇

䛾స〇䛺䛹䜢⾜䛳䛶䛝䜎䛧䛯.᭱㏆䛷䛿䠈SFQ ᅇ㊰-CMOS 䜲䞁䝍䞊䝣䜵䞊䝇⣲Ꮚ䛸䛧䛶ᶵ⬟䛩䜛䝘䝜ᵓ㐀䝕䝞䜲䝇䜔䚸

ᴟ䜑䛶ᚤᙅ䛺༢୍ගᏊ䠄ග䛾⢏䜂䛸䛴䠅䜢᳨ฟྍ⬟䛺䝘䝜䝤䝸䝑䝆᳨ฟჾ䛾㛤Ⓨ䜒㐍䜑䛶䛔䜎䛩䠊

ᅗ ��ḟୡ௦䝇䞊䝟䞊䝁䞁䝢䝳䞊䝍䛻ྥ

䛡䛶ヨస䛧䛯㉸ఏᑟ㞟✚ᅇ㊰䝏䝑䝥䠊�

ᅗ ��స〇䛧䛯ᙉ☢ᛶ䝆䝵䝉䝣䝋䞁⣲Ꮚ

䛻䜘䜛㉸ఏᑟ㔞Ꮚ䝁䞁䝢䝳䞊䝍⣲Ꮚ䠊�
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電子工学専攻
ナノエレクトロニクス講座　ナノスピンデバイス（未来材料・システム研究所 協力講座）

加藤 研究室
教員

加藤剛志　教授 大島大輝　助教

職員　　研究員：1 名，技術補佐員：2 名，事務補佐員：3 名
学生　　大学院生：8 名，学部生：3 名，研究生：2 名　

研究内容
・スピントロニクス
・ナノスピンデバイス

電子には電荷とスピンの 2 種類の性質があ
りますが，エレクトロニクスは電荷のみを，
磁気工学はスピンのみを利用してきました．
スピントロニクスは電子の 2 つの性質をともに利用したもので，スピン方向により電気抵抗が変
化する巨大磁気抵抗効果など，磁気ランダムアクセスメモリ（MRAM）や高感度磁気センサなど
様々な高機能デバイスが生まれています．これらの高機能デバイスはナノ構造の作製が必須であ
り，当研究室ではナノスピン構造の作製からスピントロニクスデバイスへの活用について研究し
ています．

連絡先
加藤剛志
e−mail: takeshik@nuee.nagoya−u.ac.jp
TEL: 052−789−3304
web: http://www.nuee.nagoya−u.ac.jp/
        labs/iwatalab/

eÐ電子

電荷 スピン

スピン
トロニクス

磁気記録
磁石

トランス

トランジスタ
LED
集積回路

研究室旅行
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研究テーマ
-MRAMの高効率磁化反転手法の開発

（磁界に頼らない新しい磁化反転の開発）
　熱とスピン偏極電流を利用した熱アシストスピン注入
磁化反転や電界とスピン流（電荷の流れのないスピンの
流れ）を利用した電界アシストスピンホール磁化反転な
ど新しい磁化反転の実用化を目指し，材料開発やデバイ
ス開発を行っています．

（右図：研究室で検討している熱アシストスピン注入素子）

- 巨大磁気抵抗効果を利用した高機能磁気センサの開発
スピンの平行，反平行で電気抵抗の異なる磁気抵抗効果を利用し，超高感度で微細，安価な磁

気センサを開発しています．
（右図：研究室で開発した高感度磁界センサ）

- スピンナノ構造を実現する微細加工技術の開発
スピンのナノ構造は超高密度磁気ストレージ

やスピントロニクスに重要です．加藤研ではダ
メージが少なく，簡便なイオン照射によるナノ
スピン構造を作成しています．

（右図：研究室で開発したイオン照射による微細
磁気構造）

- 超短パルスレーザーによるスピンダイナミクスの観測とその制御
スピンの動特性は高速な磁化反転やスピン注入などの高

効率な磁化反転で理解すべき重要な基本的特性です．加
藤研では超短パルス光を利用したスピンダイナミクス計
測を行い，その制御法を開発しています．

（右図：GdFeCo 膜のスピンダイナミクス計測例．
100 psec 以下の周期でスピンが歳差運動している様子．）
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ॼঀਗ਼ਙଢ଼ॢঝشউ
ેຮ؞শஏ့؞ ଢ଼

ਗ਼ႀྰ১ऩनभഈਙੰෲૼ॑৷ःथؚ
ઃ਼৻ॹংॖ५౫મभॼঀਙभଢ଼॑ষढथःऽघ؛

॔ॽشঝ ॔ॽشঝ
K. Iwata et al ., Appl. Phys. Express 12 031004 (2019).

GaN॑ૢ৷खञਗ਼ॹংॖ५ृLEDभৈਙચ৲भଢ଼
॑ਤीथःऽघ؛

GaNအपஅऽोॊআছॵॻभအभೊोقಳ
भਉଦഔ॑ैऊपखؚऒभಳีऋॹংॖ५كี
भਗ਼ਞ્ਙपଖइॊ୶॑ैऊपखऽखञ؛

အभೊोपेॊਗ਼ਞ્ਙषभ୶॑ੰ p-GaNपउऐॊঝشউಳีभਙସ॑ੰ
ঃডشॹংॖ५भ౫મधऩॊGaNदमॖड़থିো১धःअૼ
॑৷ःथؚ॔ॡ७উॱधऩॊMgॖड़থ॑ॉाؚजभ
॔ॽشঝधःॎोॊ૪৶॑घॊऒधद۟৲खऽघ؛

॔ॽشঝभ१থউঝ॑௴घॊऒधदঝشউಳีभਠ
॑નੳखؚಳีऋਗ਼ਞ્ਙपଖइॊ୶॑ैऊपखऽखञ؛

GaN LED

ਂෞभෲল GaNအরभআছॵॻಳี
K. Iwata et al., J. Appl. Phys. 127, 105106 (2020).

ઃ਼৻৬౫મGaNभအଡୗभੰෲ

MoSĉऩनभઃ੪৬पି৯

ਗ਼ႀྰ൸ ঐॵআথॢ

એ௴൸ऊैৈசইشজग़ఌऩ
न॑৷ःؚအ၄ओधप౦ীऐखथ
ঐॵআথॢघॊউটॢছ॑৫

ಽMoSĉभအ၄भ૭ଳ৲पਛ

ઃ਼৻ڮઃ੪৬౫મभੰෲ

ਗ਼ႀྰ௴ध३গঞش३ঙথ॑৷
ःؚ4ಽMoSĉभৗखःಽଡୗ॑ৄ

4ಽMoSĉभৗखःಽଡୗ॑ৄ

3R

3R

2H

Mixಽଡୗ

0.32 nm

ਗ਼ႀྰ൸

३গঞش३ঙথ൸

ਞ५य़ঝड़থभਙർด

ਞ५य़ঝड़থमાਗ਼ৡ؞ৈਙચওঔ
জृॽগشটঔشইॕॵॡ॥থআগشॸॕথ
ॢॹংॖ५षभૢ৷ऋୄऔोथःऽघ

५य़ঝड़থัအ ५य़ঝड़থัအभெૄ

ัအपథ๚खञ५य़ঝड़থ૾ଙ਼॑ੀदੂीथৰਠ

৴൪؟Ikarashi@imass.nagoya-u.ac.jp

Physics Today 69,  38 (2016).
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研究室紹介

情報・通信
工学専攻
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ௗ୫ઔ࣪ڂݜ

ఽૻされる৶ߺのノイズをディジタル
৶ߺॴཀྵでึঊします。これにより、ࠕ
まで可であったௗړఽૻが可と
なりました。

ネットワークをްིྒྷくޜするアルゴ
リズムをߡえ、ࣰૹします。ࡑݳはؽփ
ָसをखりれ、ࠕまでմけなかった
ୌのմ݀にखりૌんでいます。

ޭファイバでਫ਼じるཀྵݳেをཀྵմし、
システムの௪৶༲ྖおよび௪৶ړのݸ
ֆをらかにしようとしています。

ޭૻण৶ح

ޭネットワークޜ

ޭルーティングૹ

ޭリンク

ޭファイバでఽૻされてきた৶ߺをス
イッチングします。༲ྖのトラフィッ
クにଳえうる࣏େのޭスイッチをઅܯ
しています。

༲಼ڂݜ
௪ָにはスマートフォンでYouTube、ؾޛの映
ժؓৈはPrime Video。झ々のॽྪはクラウドに
アップロードし、PCでも、スマートフォンでも、い
つでもฦॄができる。コミュニケーションツールでࣺ
ਇやಊժをシェアすればいつでもどこでもだれとでも、
、できる。このようなๅ௪৶サービスは༙ڠいड़をࢧ
にはもはやܿかすことができません。ॉたちのਫ਼ࢴ
೧、このようなਫ਼をૻっているਕは一ਕもいませ
んでした。さらにḬった್ॉ೧は、スマートフォン
どころか、PCさえ家ఋにないことも一ൢదでした。
ࠕ、࣎ೖのようなਫ਼をだれができたでしょう

か。ௗ୫ઔ࣪ڂݜのするๅ・௪৶ָߊでは、
େऀճにおいて可ܿで、そして୯もできないݳ
ようなາཔをつくることができる「ๅ」と「௪৶」
にؖするڂݜをߨっています。
このようなインターネットのٶにより、௪৶トラ

フィックが਼਼ؖࢨదにଁ加しています。このままで
はޭファイバネットワークはۛいগཔパンクしてしま
います。このため、ޭファイバネットワークの༲ྖを
ଁやすことがٺແとなっています。ௗ୫ઔ࣪ڂݜでは、
େにචགྷとされる༲ྖޭファイバネットワーク࣏
のࣰݳにけて、झ々の՟ୌにखりૌんでいます。

ਁ�༺್�०گदௗ୫ઔߔ दگ

博士後期課程
പ ཾଢ
博士前期課程

岡ଞ ࠺ ຌీ 瑛࢞
王༺ ౽ ج߃

ٳ ୕ਇ ࡖ ९
ྜྷ ٍ

学士課程
ౖీ ध ฑࢢ ࣑
নඎ  浦ࢀ يޭ
౫๏ ࢚ཾ
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ௗ୫ઔ࣪ڂݜでは、म৮ಊのغ࣎にはम৮ಊ
を࠹༑でߨえるため、म৮ಊとڂݜのྈཱིを
安にࢧうචགྷはありません。

म৮としては、௪৶ۂֆをৼに༹々なۂةへ
म৮できます。ָࡏࠅճでのනおよびනঞなど、
しっかりڂݜしたՎが、म৮にもༀཱིちます。

ָճ
ָճは࠹のڂݜՎをののंڂݜにๅࠄし、それ
にؖする٠やๅのफॄをߨうです。ޭ௪৶のڂݜ
はֆのでもೖຌがリードしているで、ྭ೧ௗ୫
ઔ࣪ڂݜのָਫ਼もۅదなָճනをしています。ಝに
、でのනとなるためޢのౖஏでの英ݩճではາରָࡏࠅ
ָਫ਼にとってଡくの॑يなରݩ・ௗのؽճがあります。

また、ただනするだけでなくその࣯を߶め、ָճから
නঞされるָਫ਼もいます。さらにਫ਼๏もָਫ਼がそれだ
けのՎをड़すためのࢨ・ࢩ援をੱしみません。一ླྀ
のंڂݜとดび、ࡏࠅదなで಼ڂݜ༲をනする、と
いうことがௗ୫ઔ࣪ڂݜではໂではないのです。

࿑

ഓسのևさんへ

しくは右のQRコードより、࣪ڂݜHP(http://www.nuee.nagoya-u.ac.jp/labs/pnlab/index.html)をごལください。

問い合䜟䛫先
森洋二郎mori@nuee.nagoya-u.ac.jp

。はきくรわりますによってָਫ਼ਫ਼ڧڂݜ
。મにきな安とଡくのೲみがあるでしょう࣪ڂݜ
ௗ୫ઔ࣪ڂݜではևさんのよりよい࣪ڂݜમをبって

います。どんなঘさなೲみ・૮でも一ॻにߡえますの
で、ぜひおܲـにお越しください。

きのྭߨճのָࡏࠅ

15

20
23

25

16 16

11

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

ճන਼ָ݇ࡏࠅの࣪ڂݜ

※غߨ移࣪ڂݜ

※ࠦ౽݊一ਫ਼のごୂׯにい、2019೧ౕよりௗ୫ઔ࣪ڂݜとなりました。
このため一࣎దにָਫ਼਼がݰঙしていますが、2020೧ౕには௪ରとなります。

スウェーデン( ストックホルム)
ドイツ (ミュンヘン)
スイス (チューリッヒ)

イタリア( ローマ、フィレンツェ)

オーストラリア
(シドニー、メルボルン)

アメリカ
(カリフォルニア)

アメリカ
(ハワイ)

アメリカ
(フロリダ)

ָճにて
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スマートフォン内蔵センサやBLE技術, 磁場を用いた位置推定：スマホやバッジなど身近なデ
バイスを使い，駅や地下街，ビルなど様々な空間で自分の位置，人やモノの移動を追跡する
研究を行っています．デバイスを自ら製作したり，深層学習を用いた新しい手法を開発した
り，世界の研究者と対等に闘える精度の位置推定手法確立を目指し，日々研究しています．

行動認識：位置だけでなく，人がどういう行
動をしているのか，高度な認識技術を開発し
ています．複雑な動きをする社交ダンスのパ
フォーマンスなどの認識技術等も開発中です．

日常生活空間内の多様な場所に配置された様々な情報機器
が，ネットワークを通じて相互に連携し，豊富なサービス
を提供するユビキタス情報環境がいよいよ身近なものにな
りつつあります．当研究室では，人に優しいユビキタス社
会の構築をめざして，モバイル・ユビキタス環境を構築す
るためのネットワーク基本技術から，環境センシング技術，
基盤ソフトウェア技術，インタフェース技術，デモシステ
ム開発までを幅広く研究開発を推進しています．

画像を用いた屋内外３次元モデリングや温度
情報の付加：モバイル全天球カメラを用いた，
屋内外の3次元モデルを構築．温度カメラを
用いてシーンの3次元温度マップなども構築
しています．

深層学習を応用したフロアマップと360度動
画の対応付け：全天球カメラの360度動画と，
建物内のフロアマップの対応関係をニューラ
ルネットで推定します．

コンテキスト推定グループ

先端情報環境グループ
河口研究室

河口信夫
教授

米澤拓郎
准教授

廣井慧
助教

研究キーワード: 
コンテキスト推定, 超スマート社会システム
位置情報システム，自動運転応用,  機械学習
画像処理/環境モデリング, 人流センシング
スマート空間・都市

���
����������������	���������


超スマート社会グループ

3次元モデリンググループ

バス運行実績データを用いた交通遅延解析とシミュレー
ションの可視化：交通に関する様々なデータを分析・活
用し，人・モノの移動をより効率的にすることを目指し，
研究しています．

自動運転ロボットを用いた倉庫内作業の効率化：人間とロボット
が協調する社会を想定し，倉庫内のピッキング作業の最適化を目
指しています．

東山動植物園・セントレア空港VR/スマート
化プロジェクト：３Dモデリングされた空間
に対して、人流センサ等の情報を適した形で
マッピングし、可視化する手法を構築します．
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Synergic Mobility (JST 未来社会創造事業）

超スマート社会のための基盤構築・実証実験プロジェクト：
内閣府/NEDO，総務省，NICTなどからの支援の元，社会のニーズにきめ細やかに対応し新たな価値を創る，実空間と情報空間を融合した超
スマート社会のための情報連携基盤を構築しています．国内外の大学・企業・自治体などと連携し，実証実験に留まらず社会実装まで見据え
た複数のプロジェクトが進行中です．

明示的な
需要登録

潜在的サービス需要推定モジュール

実世界センシング・データ処理基盤

サービス需要
����
���

サービス需給交換
基盤

交通サービス
プロバイダ

経路サービス
プロバイダ

健康サービス
プロバイダ

見守りサービス
プロバイダ

インフラ点検
サービス
プロバイダ

清掃サービス
プロバイダ

飲食サービス
プロバイダ

サービス
需要DB

実世界変化・
社会イベント センシング要求

モリコロパーク
(ジブリパーク
2022年開業)名古屋駅

（リニア2027年
開業)

潜在的なサービス需要推定技術の研究開発
研究開発項目1 柔軟な需給交換ネットワークの研究開発

研究開発項目2

社会受容・展開を促進するサービス需要利活用モデルの実証
研究開発項目3

愛知県尾東・西三河地区を中心とした
潜在サービス需要抽出・需給交換実験

潜在需要
登録サービス
プロバイダ

明示的需要
登録サービス
プロバイダ

都市情報
可視サービス
プロバイダ

需給交換情報

実世界情報

需要
確認

社会潜在ニーズ発見と需給交換基盤 (総務省SCOPE)
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中部おもてなしプラットフォーム（NICT）

技術研究開発

実証実験

社会実装

企業・行政・他大学
と密に連携し、成果
の早期社会展開を
目指す

2019年度のプロジェクト

論文発表 / 国内・国際会議への参加

国内外の様々な研究会での成果発表，企業と
のイベントへの参加：トップカンファレンス
UbiCompをはじめとする様々な会議での研
究発表やイベント参加を通じて，世界中の研
究者たちと活発に交流を行なっています．

���$on�X^|

国際会議IPIN
屋内位置測位推定コンペ優勝
(D2+B4の河口研チーム)

国際会議ICMU
Best Paper Award (D2学生)
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2020年度のメンバー

教員 3名
秘書 3名
技術補佐員 ４名
博士課程学生 ３名
修士課程学生 11名
学部学生 5名

就職先の例

河口から皆さんへ 連絡先
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国際会議Multimedia
OSSコンペ優勝
(M2学生)

Sony, KDDI
Yahoo!, 日産自動車
NTT西日本, 任天堂,
ソフトバンク, リコー,
産業技術総合研究所,
朝日新聞, ブラザー,
デンソー, パナソニック他
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遠隔機器制御のための高信頼制御通信：制御と通信の融合

複数のモータの制御が
スムーズで器用な動作の鍵

片腕あたり
� 7つの関節（7個のモータ）
� 3本の指（9個のモータ）

複数無人協調自動運転のための無線システム開発 制御分野に情報通信革命を

!�

IoT時代に向けたスマートな無線ネットワーク

無線通信システム研究グループ

工場内の機械制御，自動車の自動運転，さらには高度エネルギーネットワーク（スマートグリッド）など，
多くの分野で遠隔機器制御の必要性が高まっています．従来の人間を対象とした通信とは異なる性格の遠隔
機器制御のための通信は，学術的にも産業的にも，ホットなトピックです．私たちの研究室はこの分野のパ
イオニアとして世界をリードする研究を進めています．複数ロボットの一括制御，無人自動運転，スマート
グリッド制御等多様な課題が貴方を待っています．

モノのインターネット（Internet of Things: IoT）の実現には多地点での風力等の発電量や電力消費量，温度
・湿度等の様々な環境情報などを収集するネットワークが必要不可欠です．多数の小型無線センサーが互い
に協力して情報収集を行うセンサネットワーク，さらにドローンとの連携により空からも情報収集を行う連
携ネットワーク，光無線技術を用いた高速データ伝送や情報通信技術，電力線を用いたスマートエネルギー
ネットワーク通信など，スマートな無線ネットワークについて研究します．

車のための無線ネットワーク

交差点での事故削減や自動運転を目的
とした次世代自動車のための高度セン
シング，車車間・路車間可視光通信，
700MHz帯無線通信，第５世代移動通信
（5G）との連携などの研究テーマがあ
ります．さらに，上記テーマの高度化
を目指し，ディープラーニング，ビッ
クデータ解析なども試行しており，こ
れらを発展させることを想定していま
す．

遠隔機器制御から高度道路交通システム（ITS），モノのインターネット（IoT）まで．
無線通信システムなら何でも研究してます．

片山正昭教授，山里敬也教授，岡田啓准教授
http://www.katayama.nuee.nagoya-u.ac.jp/

48 / 54



茶髪の風雲児。研究
開発1部 部長として
自動運転の技術開発
に携わっています。

NTT 淺井裕介氏

世界で活躍する片山研OB
デンソー 澤田学氏

無線LANの国際標準
化 を し て い る IEEE
802.11ワーキンググ
ループで活躍してま
す。

研究面では頼れる（？）
先輩がいっぱい！
研究室旅行，飲み会など，
みんなで楽しく活動して
ます！

ウェイウェイウェイ!!

Welcome to
ようこそけーらぼ

パーク!!

安全で快適な社会システムのための多様な情報通信技術

安全で快適な社会システム実現のための無線通信技術に関
する研究です．大規模災害時において情報を途切れなく供
給するためのドローンを用いた情報通信減災基盤，街中に
ある照明，デジタルサイネージ，広告パネルを用いた可視
光による情報伝送，光無線通信技術を適用したセキュリテ
ィカメラネットワークなどの多様なテーマがあります．

1981年阪大・工・通信卒．1986年同大学院博士課程了．工博．同年豊橋技術科学大助
手．1989年阪大・講師．1992年名大・講師，1993年助教授，2001年7月教授．現在，
名大・未来材料・システム科学研究所・教授（工・電子情報システム担当）．1995年
10月より1996年4月まで，米国ミシガン大に滞在．制御と通信の融合，スマートコミュ
ニティ実現のための通信技術の活用，光通信システム，電力線通信システム，宇宙シス
テムのための無線通信，宇宙システムを活用した通信システム等の研究に従事．

片山正昭 教授

山里敬也 教授

岡田啓 准教授

昭63信州大・工・電子工卒．平2同大大学院修士課程了．平成5慶
大大学院博士課程了．博士（工学）．同年名大・工・電子情報・
助手．平10同大・情報メディア教育センター・助教授，平22同大
・教養教育院・教授，現在に至る．平9より平10まで，ドイツカ
イザースラウテルン大・客員研究員．センサネットワーク，可視
光通信，ITS，eラーニングなどの研究に従事．

非常にアクティブな先
生で，犬山ハーフマラ
ソンや庄内緑地公園マ
ラソン，Suzuka 8hエ
ンデューロ，乗鞍ヒル
クライムなど数多くの
マラソン・ロードレー
スの大会に参加されて
います．

飲み会では，不適な笑
みを浮かべながらビー
ルをどんどんついで下
さいます．三度の飯よ
り恋愛ネタが好きで，
恋多き学生を募集して
おられます．

平7名大・工・電子情報卒．平9同大大学院博士課程前期課程了．
平11同大大学院博士課程後期課程了．博士（工学）．同年日本学
術振興会特別研究員．平12名大・助手．平18新潟大・助教授．平
21埼玉大・准教授．平23名大・准教授，現在に至る．無線通信シ
ステム，無線ネットワーク，車車間通信，可視光通信，大規模災
害時臨時通信システム等の研究に従事．
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名古屋大学大学院工学研究科情報・通信工学専攻
名古屋大学工学部電気電子情報工学科

佐藤・小川研究室
Sato・Ogawa Laboratory

Language�
Intelligence and
Communication�

　佐藤・小川研究室では、言語(ことば)を計算機で扱うための言語処理技術と、未来の人間社会を支える対話
システムの構築技術を中核とした、人工知能技術の研究を行っています。言語は、コミュニケーションのための最
も重要なメディアであり、 かつ、時を越えて情報や知識を伝える知識伝達メディアでもあります。また、人と豊かに関わ
る対話エージェントの実現には、言語を中心として、ジェスチャ、表情など非言語情報を工学的に取り扱う必要があり
ます。言語を運用する能力の理解と、それを用いた対話システムを構築することは、人間の知能の本質を理解する
ことと捉えることができ、これを研究することは、情報・通信工学の枠を越えて大きな意義があると考えています。本研
究室では、日本語の文法や解析手法などの基礎から、大学入試問題の自動解答器、短編小説の自動創作
、ロボットを用いた対話システムの実現などの具体的な応用まで、多様な側面から知能にアプローチしています。

教授 佐藤理史(789-5716, ssato@nuee) 
准教授 小川浩平(747－6592, k-ogawa@nuee)
助教 宮田玲 (789-4435, miyata@nuee)

教職員

アイシン精機、アクセンチュア、 NTTコミュニケーション
ズ、 NTTデータ、 永和シス テムマネジメント、Sky、中
国電力、デンソー、東海興業株式会社、トヨタ自動車
、日本ユ ニシス、富士通テン、マキタ、三菱電機、三菱
電機メカトロニクス、など(五十音順)

卒業生の就職先

 積極的に研究に取り組むチャレンジ精神とガッツのある学生を歓迎します。今、大きな注目を集めてい
る言語処理技術、人工知能技術、対話技術は、これからの社会を変える可能性を持っています。

メッセージ

事務補佐員 志賀利香(789-4435, shiga@nuee)
技術補佐員 夏目和子(789-4435, natsume@nuee)
研究室 IB電子情報館南棟1F

1 言語力と知力が必要な問題を機械的に解くアルゴリズムの研究 
   ・大学入試問題(国語、数学、化学など)を解くプログラムは作れるか? 
   ・文章問題を理解するためには、どんな技術が必要か?

2 テキスト生成の研究
   ・わかりやすい文章とはどのような文章か? 
   ・書き手や話し手の個性はどのような形でテキストや発話に現れるか? ・読み手の心を動かす文章とはどんな文章か?
   ・具体的な応用:マニュアルの生成、広告の生成、短編小説の生成など

 3 対話システムの研究
   ・書き言葉と話し言葉はどこが違うか? それらの自動変換は可能か? 
   ・スムーズな意思疎通には何が必要か?
   ・人の持つ存在感はどこからやってくるのか
   ・フィールドで実運用できる対話システムに必要な要件は何か？

研究テーマ

株式会社ティー・ワイ・オー
   ・広告の自動生成
トヨタ自動車株式会社
   ・書き言葉から話し言葉への変換
　 対話システム、ドキュメントデザイン

共同研究
はこだて未来大学
   ・短編小説の自動生成
国立国語研究所
   ・日常会話コーパス
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